
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
支持部材の背面に上端ヒンジを中心にして背面に沿った格納状態から略水平な使用状態ま
で回動自在で且つ使用状態を維持することが可能な構造のテーブルを設け、該テーブルに
容器を保持する保持孔を形成したテーブル装置であって、
前記テーブルの下面に保持孔の上端ヒンジ側にヒンジを有し且つ先端に引掛部を有する可
動フックが取付けられ、テーブルの格納状態で可動フックがテーブルの下面に沿った折り
たたみ状態となり且つ先端の引掛部が保持孔内に位置することを特徴とするテーブル装置
。
【請求項２】
支持部材の背面に、テーブルを格納状態にした際に、フックの先端と当接して、該フック
をテーブルの下面に沿った折りたたみ状態にするカム面を形成した請求項１記載のテーブ
ル装置。
【請求項３】
支持部材の背面に、下端に引掛部を有する固定フックを取付けると共に、該引掛部にカム
面を形成した請求項２記載のテーブル装置。
【請求項４】
固定フックの上端部で、テーブルの上端ヒンジを形成した請求項３記載のテーブル装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
この発明はテーブル装置、特に支持部材に折りたたみ自在に設置されたテーブル装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
食べ物等を載せる上面領域とテーパ型の容器を保持する保持孔を備えたテーブルを車両の
車室内に設置する例がある（類似技術として、特開平７－１１２６４３号公報参照）。最
近では、この種のテーブルを支持部材としてのシートの背面に折りたたみ自在に設置する
と共に、このテーブルに手提げ袋等を吊り下げ支持するための可動フックも備えたいとい
う要請がある。すなわち、シートの背面に、上端ヒンジを中心にして、背面に沿った格納
状態から略水平な使用状態まで回動自在なテーブルを設け、このテーブルの使用状態を維
持して、上面に食べ物等を載せると共に、保持孔に飲み物用の容器を保持する一方で、テ
ーブルに設けた可動フックにより、手提げ袋等を吊り下げ支持しようとするものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなテーブルを設置しようとする場合、テーブルに可動フックを取
付ける位置が問題になる。すなわち、可動フックをテーブルの上面に取付けると、テーブ
ルの格納状態でこの可動フックを使用することが可能になるが、テーブルの使用状態では
可動フックを使用できず、また可動フックにて占領された分だけ小物を載せる上面領域が
狭くなく。次に、可動フックをテーブルの下面に取付ければ、上面領域は広く確保できる
ものの、テーブルの格納状態では可動フックを使用できなくなる。更に、可動フックをテ
ーブルの周縁部に取付ければ、テーブルの使用状態及び格納状態の両方において可動フッ
クを使用することが可能になるが、可動フックに吊り下げた手提げ袋がテーブルの周辺部
に位置するため邪魔になると共に、テーブルの上端ヒンジに加わる負担が大きくなる。
【０００４】
この発明はこのような従来の技術に着目してなされたものであり、テーブルの使用状態及
び格納状態の両方で可動フックが使用可能で、テーブルの上面領域を広く確保でき、可動
フックに吊り下げたものが邪魔にならず、テーブルの上端ヒンジに負担が加わらないテー
ブル装置を提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明は、支持部材の背面に上端ヒンジを中心にして背面に沿った格納状態
から略水平な使用状態まで回動自在で且つ使用状態を維持することが可能な構造のテーブ
ルを設け、該テーブルに容器を保持する保持孔を形成したテーブルであって、前記テーブ
ルの下面に保持孔の上端ヒンジ側にヒンジを有し且つ先端に引掛部を有する可動フックが
取付けられ、テーブルの格納状態で可動フックがテーブルの下面に沿った折りたたみ状態
となり且つ先端の引掛部が保持孔内に位置する。
【０００６】
請求項２記載の発明は、支持部材の背面に、テーブルを格納状態にした際に、フックの先
端と当接して、該フックをテーブルの下面に沿った折りたたみ状態にするカム面を形成し
た。
【０００７】
請求項３記載の発明は、支持部材の背面に、下端に引掛部を有する固定フックを取付ける
と共に、該引掛部にカム面を形成した。
【０００８】
請求項４記載の発明は、固定フックの上端部で、テーブルの上端ヒンジを形成した。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の好適な実施形態を図１～図４に基づいて説明する。図中の符号１は、車
両のフロント側のシートを示すもので、そのシートバック２の「背面」を形成するバック

10

20

30

40

50

(2) JP 3991461 B2 2007.10.17



パネル３には、テーブル４が取付けられている。従って、この実施形態では、シートバッ
ク２が「支持部材」に相当する。このテーブル４は樹脂成形品で、右側にはカップ等のテ
ーパ型容器５を保持するための保持孔６が形成されている。そして、このテーブル４は左
右一対の上端ヒンジ７、８を介して回動自在に取付けられており、シート１のバックパネ
ル３に沿った格納状態から、略水平な使用状態まで回動することができ、水平な使用状態
は図示せぬロック機構により維持されるようになっている。左右の上端ヒンジ７、８には
所定のフリクションが与えられており、振動が加わっても、テーブル４がガタつかないよ
うになっている。
【００１０】
左右の上端ヒンジ７、８のうち、右側の上端ヒンジ８は、バックパネル３に取付けられた
固定フック９の上端部により形成されている。この固定フック９はバックパネル３に設け
られた溶接ボルト１０と、該溶接ボルト１０に締結されるナット１１により取付けられて
おり、下端には斜め上向きの引掛部１２が形成されている。また、この引掛部１２の表面
はバックパネル３に対して所定角度をなし且つバックパネル３の表面に連続するカム面１
３となっている。上端ヒンジ８が固定フック９の上端部で形成されているため、別に設け
る場合に比べて、部品点数の低減を図ることができる。また、カム面１３がバックパネル
３の表面に連続しているため、このカム面１３の形成により、固定フック９の引掛部１２
を補強することができる。
【００１１】
そして、テーブル４の下面における上端ヒンジ８側には、ヒンジ１４を介して回動自在な
可動フック１５が設けられている。この可動フック１５は、テーブル４の下面に沿った折
りたたみ状態で、先端の引掛部１６が保持孔６内に位置する。この際、可動フック１５の
Ｕ字状の引掛部１６の自由端部は、テーブル４の上面より若干突出して、保持孔６から折
りたたんだ状態における外側へ臨むようになっている。この可動フック１５はヒンジ１４
に所定のフリクションが与えられており、可動フック１５は回動させた位置に停止し、且
つ振動が加わってもガタつかない。
【００１２】
次に、このテーブル４の作用について説明する。テーブル４を引き起こし、水平な使用状
態にしてロックすることにより、保持孔６内にテーパ型の容器５を保持することができる
と共に、テーブル４の上面に食べ物等を載せることができる。また、可動フック１５及び
固定フック９のそれぞれの引掛部１６、１２に、手提げ袋１７を吊り下げて支持すること
ができる。可動フック１５がテーブル４における保持孔６の上端ヒンジ８側に位置してい
るため、可動フック１５に手提げ袋１７を吊り下げても、後席乗員にとって邪魔にならな
い。また、可動フック１５が上端ヒンジ７、８に近いため、上端ヒンジ７、８に加わる負
担も小さい。
【００１３】
次に、テーブル４を格納状態にする場合には、容器５や手提げ袋１７を外した後に、テー
ブル４をバックパネル３側へ回動させるだけで良い。すなわち、手提げ袋１７の吊り下げ
により引き起こされた可動フック１５は、テーブル４を格納状態にする過程で、固定フッ
ク９のカム面１３に当接し、自動的にテーブル４の下面に沿った折りたたみ状態となるた
め、テーブル４をバックパネル３側へ回動させるだけ、テーブル４は確実に格納状態とな
る。
【００１４】
そして、テーブル４を格納状態した際に、可動フック１５の引掛部１６がテーブル４の保
持孔６内に位置し、しかも引掛部１６の自由端部は保持孔６より突出状態となるため、そ
の保持孔６内に位置する引掛部１６に対して手提げ袋１７を吊り下げ支持することができ
る。このように、この実施形態では、テーブル４の使用状態と格納状態の両方において、
可動フック１５に手提げ袋１７を吊り下げることができる。
【００１５】
この実施形態によれば、車両のシート１を例にしたが、これに限定されず、本願発明は劇
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場や映画館等に設置されているシートはもちろんのこと、テーブルを折りたたみ自在に支
持できるような縦面を有する壁部（車両においてはサイドトリム等）にも適用することが
できる。
【００１６】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、可動フックがテーブルの下面に取付けられるため、テーブ
ルの使用状態で可動フックの使用が可能となり、且つテーブルの上面領域を広く確保でき
る。また、テーブルの格納状態で可動フックの引掛部が保持孔内に位置するため、テーブ
ルを格納状態にしたままでも、可動フックを使用することができる。また、可動フックが
テーブルの下面における保持孔の上端ヒンジ側に取付けられているため、可動フックに吊
り下げたものが邪魔にならず、上端ヒンジに加わる負担も小さい。
【００１７】
請求項２記載の発明によれば、可動フックの先端がカム面に当接して、可動フックがテー
ブルの下面に沿った折りたたみ状態になるため、テーブルを支持部材の背面側へ回動させ
て格納状態にする際に、可動フックが邪魔にならない。
【００１８】
請求項３記載の発明によれば、支持部材の背面に固定フックを取付けたため、この固定フ
ックの引掛部にも、手提げ袋等を吊り下げることができる。また、この固定フックの引掛
部に形成されたカム面で、可動フックを折りたたみ状態にすることができる。
【００１９】
請求項４記載の発明によれば、固定フックの上端部でテーブルの上端ヒンジを形成したた
め、上端ヒンジを形成するための部品が不要となり、部品点数の低減を図ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施形態に係るテーブル装置を示す斜視図。
【図２】テーブルの使用状態を示す斜視図。
【図３】テーブルの格納状態を示す斜視図。
【図４】図２中矢示ＳＡ－ＳＡ線に沿う断面図。
【符号の説明】
２　シートバック（支持部材）
３　バックパネル（背面）
４　テーブル
５　容器
６　保持孔
７、８　上端ヒンジ
９　固定フック
１２　引掛部（固定フック）
１３　カム面
１４　ヒンジ
１５　可動フック
１６　引掛部（可動フック）
１７　手提げ袋
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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